
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
は
「
こ
の

会
社
に
入
社
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ

ト
」
を
重
要
視
す
る
そ
う
で
す
。
求
職
者
目

線
で
の
ア
ピ
ー
ル
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

労
働
条
件
も
休
日
日
数
、
残
業
時
間
、
平
均

勤
続
年
数
な
ど
の
具
体
的
で
正
確
な
情
報
を

提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
２
枚
の
求
人
票
サ
ン
プ
ル
を
見

て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、「
給
与
の
範
囲
が
広
す

ぎ
る
、
試
用
期
間
が
６
カ
月
は
長
す
ぎ
る
。

ま
た
、
就
業
時
間
も
現
場
に
集
合
す
る
の
か
、

現
場
へ
の
移
動
時
間
を
含
め
た
実
態
に
即
し

た
記
載
が
必
要
」
な
ど
の
指
摘
が
あ
り
ま
し

た
。
給
与
の
範
囲
を
広
く
設
定
す
る
場
合
は
、

理
由
を
記
載
す
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
経
験
者
と
初
心
者
で
給
与
の
差
が
あ
る

場
合
は
、「
経
験
者
を
求
め
る
」
と
明
記
し
、

経
験
者
向
け
と
未
経
験
者
向
け
で
応
募
者
を

分
け
、
労
働
条
件
の
違
い
を
明
確
に
す
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。
試
用
期
間
に
つ
い
て
は

厚
生
労
働
省
で
は
３
カ
月
程
度
と
し
、
労
働

林
業
事
業
体
の
雇
用
管
理
改
善
を
進
め
、林
業
への
就
職・職
場
定
着
を
促
進
し
、

林
業
労
働
者
の
育
成・確
保
を
図
る
た
め
、新
潟
県
内
の
林
業
事
業
体
の

雇
用
管
理
者・担
当
者
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、林
業
労
働
者
の
募
集
、雇
入
れ
に
関
す
る
事
項
や

労
務
管
理
全
般
に
係
る
法
的
な
基
礎
知
識
の
習
得
が
テ
ー
マ
。

こ
の
研
修
会
で
出
た
主
な
話
を
誌
上
再
現
し
ま
す
。

イ
ベ ン
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「
労
働
条
件
明
示
ル
ー
ル
の

  
法
改
正
等
に
つ
い
て
」

新
潟
雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
員

特
定
社
会
保
険
労
務
士

廣
井
加
奈
子
氏

講師

セミナー終了後は、雇用管理
に関する個別相談も実施。事
業体の相談に、廣井・酒井両
講師がしっかりと向き合って
回答してくれました。

　
労
務
管
理
を
す
る
上
で
、
労
働
条
件
通
知

書
に
よ
る
労
働
契
約
の
締
結
は
採
用
し
た
と

き
だ
け
で
は
な
く
、
更
新
時
、
定
年
後
の
再

雇
用
で
も
必
要
で
す
。
労
働
条
件
明
示
違
反

に
は
原
則
30
万
円
以
下
の
罰
則
が
あ
り
ま
す
。

労
働
条
件
や
年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て
積
極

的
に
伝
え
た
く
な
い
と
い
う
会
社
も
あ
り
ま

す
が
、
特
に
林
業
の
場
合
は
労
災
に
繋
が
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
ル
ー
ル
を
伝
え
る
こ
と

が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
労
働
条
件

通
知
書
の
退
職
に
関
す
る
事
項
の
「
解
雇
の

雇用管理に関する
個別相談

テーマ 

事
由
及
び
手
続
」
を
明
記
せ
ず
、
空
欄
に
し

て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
解

雇
理
由
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
明
記
し
な
い
で

解
雇
す
る
と
法
律
違
反
に
な
り
ま
す
。
労
働

条
件
を
明
確
に
示
す
こ
と
は
、
使
用
者
と
労

働
者
の
ど
ち
ら
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ト

ラ
ブ
ル
防
止
や
生
産
性
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
２
０
２
４
年
４
月
の
改
正
法
に
よ
り
、
労

働
条
件
通
知
書
の
就
業
場
所
と
従
事
す
べ
き

業
務
に
つ
い
て
、
雇
い
入
れ
時
の
条
件
に
加

え
て
「
変
更
の
範
囲
」
に
つ
い
て
も
記
載
が

必
要
に
な
り
ま
し
た
。
改
正
の
背
景
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
後
の
働
き
方
の
多
様
化

や
配
置
転
換
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
。

有
期
雇
用
労
働
者
に
は
、
更
新
上
限
の
有
無

の
明
示
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、

無
期
転
換
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
会

社
と
の
間
で
有
期
労
働
契
約
が
更
新
さ
れ
て

通
算
5
年
を
超
え
た
と
き
に
労
働
者
の
申
込

み
に
よ
っ
て
無
期
労
働
契
約
に
転
換
さ
れ
る

ル
ー
ル
で
す
。
使
用
者
は
無
期
転
換
を
断
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
ル
ー
ル
を
知
ら

な
い
労
働
者
が
多
い
た
め
、
無
期
転
換
制
度

の
周
知
と
雇
用
の
安
定
の
た
め
に
今
回
の
改

正
で
労
働
条
件
通
知
書
に
明
記
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
契
約
の
更
新
基
準
に
つ
い
て

明
記
し
て
い
な
い
状
態
で
、
使
用
者
は
労
働

者
が
希
望
す
る
契
約
更
新
を
拒
否
（
雇
止

め
）
し
た
場
合
、
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
10
月
１
日
か
ら
新
潟
県
最
低

賃
金
が
９
８
５
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
最
低
賃
金
が
上
が
っ
た
の
で
労
働
条
件
通

知
書
を
も
う
１
回
、
交
付
す
べ
き
で
す
か
」

と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
法
律
上
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
賃
金
を
明
確
化
す
る
た

め
再
発
行
す
る
の
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
月

給
制
の
場
合
、
結
婚
手
当
な
ど
、
臨
時
に
支

払
わ
れ
る
も
の
や
通
勤
手
当
・
残
業
代
な
ど

は
月
給
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
ら
を
除
い

た
基
本
給
を
１
カ
月
の
平
均
所
定
労
働
時
間

で
割
り
、
最
低
賃
金
額
以
上
か
ど
う
か
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
求
人
情
報
を
出
す
際
に
必
ず
明
記
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
内
容
を
定
め
て
い
る
職
業
安

定
法
が
２
０
２
４
年
４
月
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
改
正
に
よ
っ
て
、
求
人
票
に
記
載
が
必

要
な
項
目
の
う
ち
業
務
内
容
と
就
業
場
所
に

（
雇
い
入
れ
直
後
）
と
（
変
更
の
範
囲
）
を
追

加
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
業
務
内
容
を

（
雇
い
入
れ
直
後
）
一
般
事
務
（
変
更
の
範

囲
）〇
〇
事
務
と
記
載
し
ま
す
。
就
業
場
所

が
支
社
採
用
で
雇
い
入
れ
て
も
そ
の
後
、
別

の
支
店
に
転
勤
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
は

（
雇
い
入
れ
直
後
）
新
潟
支
社
（
変
更
の
範

囲
）
本
社
お
よ
び
全
国
の
支
社
な
ど
と
明
記

し
ま
す
。
契
約
期
間
も
更
新
条
件
が
あ
る
場

合
、
何
年
か
明
記
し
ま
す
。

　
求
人
情
報
は
定
期
的
に
更
新
し
、
古
い
情

報
を
放
置
し
な
い
こ
と
、
試
用
期
間
を
設
け

る
場
合
は
試
用
期
間
中
の
労
働
条
件
も
記
載

し
ま
す
。
ま
た
職
場
環
境
を
伝
え
る
と
き
に

「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
や
「
明
る
い
」
な
ど
良
い

イ
メ
ー
ジ
の
言
葉
を
並
べ
て
も
伝
わ
り
ま
せ

ん
。
S
N
S
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
写
真
や

動
画
を
活
用
し
、
会
社
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

「
そ
の
求
人
票
で
大
丈
夫
？

 

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
の

 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」

新
潟
雇
用
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
相
談
員

特
定
社
会
保
険
労
務
士

酒
井
和
美
氏

講師 テーマ 

者
の
同
意
を
得
て
６
カ
月
ま
で
延
長
可
能
と

し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
気
を
つ
け
て
欲
し
い

点
は
、
試
用
期
間
中
の
不
採
用
は
解
雇
と
見

な
さ
れ
て
、
30
日
前
の
予
告
ま
た
は
予
告
手

当
の
支
払
い
と
客
観
的
で
合
理
的
な
理
由
が

必
要
と
な
る
こ
と
で
す
。
試
用
期
間
後
の
本

採
用
で
も
し
労
働
条
件
が
変
わ
る
場
合
は
、

最
初
に
求
人
票
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。
採

用
後
の
条
件
変
更
は
会
社
の
信
用
低
下
や
人

材
確
保
の
障
害
に
な
る
可
能
性
が
高
い
で
す
。

　
林
業
は
長
期
に
渡
っ
て
未
来
に
続
い
て
い

く
事
業
な
の
で
、
若
い
人
材
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
若
年
層

に
訴
え
る
求
人
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

求
人
に
関
す
る
労
働
条
件
の
明
示
と

求
職
者
目
線
の
求
人
票

ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
に
は

労
働
条
件
の
明
示
に
つ
い
て

法
改
正
等
の
ポ
イ
ン
ト
と

確
認
し
て
お
き
た
い
ル
ー
ル

最
低
賃
金
額
の
確
認
方
法


